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【 投薬 】 

 

２２７ 静脈血栓症に対するベラプロストナトリウムの算定について 

 

《令和６年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

静脈血栓症に対するベラプロストナトリウム（プロサイリン錠等）の算定は、

原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ベラプロストナトリウム（プロサイリン錠等）は、プロスタグランジン I2

誘導体製剤で血管平滑筋のプロスタサイクリン受容体を介した抗血小板作用、

血管拡張・血流増加作用、血管平滑筋細胞増殖抑制作用によって、添付文書に

示された「慢性動脈閉塞症に伴う潰瘍、疼痛及び冷感の改善と原発性肺高血圧

症」に効果を発揮する。静脈血栓の形成に血小板は関与せず、また、静脈中膜

の平滑筋は薄いため、静脈血栓症には効果が得られない。 

以上のことから、静脈血栓症に対するベラプロストナトリウム（プロサイリ

ン錠等）の算定は原則として認められないと判断した。 
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